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本
書
は
二
〇
〇
七
年
～
二
〇
〇
八
年
度
に
立
教
大
学
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
研
究
所
が
立
教
大
学
学
術
推
進
特
別
重
点
資
金（
立
教
Ｓ
Ｆ
Ｒ
）

の
研
究
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
単
独
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
ブ
ラ
ジ

ル
に
お
け
る
日
系
移
民
資
料
の
分
析
・
保
存
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
構
築―

移
民
百
年
の
軌
跡
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て

二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

移
民
百
年
の
軌
跡
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
〇
八
年
は
日
本
人
が
移
民
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
を
始

め
て
か
ら
一
〇
〇
年
に
あ
た
り
、
日
本
人
移
民
一
〇
〇
周
年
を
記
念

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
・
日
本
両
国
で
様
々
な
関
連
事
業
が
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
百
周
年
を
契
機
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
や
日
伯
交
流

に
関
す
る
書
籍
が
両
国
で
出
版
さ
れ
た

︵
１
︶

。

　

本
書
も
表
題
に
「
百
年
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
籍
の

中
に
あ
っ
て
特
徴
的
な
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
研
究
の
み
な
ら
ず
、

日
本
移
民
関
係
史
資
料
の
保
存
と
活
用
を
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
上
記
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
移
民
一
世
の
高
齢
化

に
と
も
な
い
急
速
に
消
失
し
つ
つ
あ
る
史
資
料
の
保
存
と
積
極
的
な

活
用
を
目
指
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
お
よ
び
日
本
に
あ
る
移
民
史
資
料
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
国
際
会
議
の
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
本
書

は
、
日
伯
両
国
の
、
地
理
学
、
人
類
学
、
言
語
学
、
移
民
研
究
、
外

交
史
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
い
っ
た
多
様
な
分
野
の
研
究
者
・

専
門
家
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

以
下
に
構
成
を
示
す
。

第
一
部　

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
の
回
顧
と
展
望

　

一
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
・
日
系
「
研
究
」
の
回
顧
と
展
望　

　
　
　

特
に
人
文
・
社
会
科
学
分
野
を
中
心
に
し
て
（
森
幸
一
）

　

二
、〔
共
同
討
議
〕
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
に
お
け
る
「
空
白
」

と
「
断
絶
」　

研
究
深
化
へ
の
展
望

　

三
、〔
共
同
討
議
総
括
〕
日
本
移
民
研
究
の
「
空
白
」
と
「
断
絶
」

を
超
え
て
（
三
田
千
代
子
）

第
二
部　

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
・
日
系
社
会
史

　

四
、
日
本
出
移
民
の
歴
史
地
理
学
的
研
究　

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民

を
事
例
に
（
石
川
友
紀
）

書　

評

丸
山
浩
明　
編
著

『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民　

百
年
の
軌
跡
』

名
村　

優
子
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五
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
の
軌
跡　

百
年
の
「
大
き
な
物
語
」

　
（
丸
山
浩
明
）

　

六
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ン
ポ
グ
ラ
ン
デ
市
に
お
け
る
日
系
社
会
の
発
展

　
　
　

あ
る
初
期
農
業
移
民
の
家
族
史
か
ら
の
逆
照
射（
丸
山
浩
明
）

　

七
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
リ
ア
ン
サ
移
住
地
の
歴
史　

原
生
林
の
開
拓

と
移
住
地
の
形
成
（
渡
辺
伸
勝
）

　

八
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
の
特
徴
と
日
伯
学
園
創
設
の
意
義

　
（
宮
尾
進
）

第
三
部　

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
関
係
史
資
料
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

　

九
、
外
交
史
料
館
所
蔵
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
関
係
史
料
の
概
要
と

今
後
の
研
究
の
可
能
性
（
柳
下
宙
子
）

　

一
〇
、
移
民
写
真
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
と
そ
の
可

能
性
（
遠
山
緑
生
）

　

一
一
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
移
民
写
真
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
（
西
山
洋
介
）

　

一
二
、〔
共
同
討
議
〕
移
民
研
究
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
意
義
と
可
能
性

　

一
三
、〔
共
同
討
議
総
括
〕
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
移
民
研
究

の
接
点
（
入
江
伸
）

　　

各
章
の
う
ち
、一
章
、四
章
、六
章
、七
章
、八
章
、九
章
、一
〇
章
、

一
一
章
は
国
際
会
議
で
の
発
表
を
元
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
三
章
、

五
章
、
一
三
章
は
本
書
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。
ま
た
、
二

章
お
よ
び
一
二
章
の
共
同
討
議
は
、
国
際
会
議
で
の
議
論
を
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
各
章
の
概
要
を
見
て
い
き
た
い
。

　　

第
一
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
が
整
理
さ

れ
、研
究
史
上
の
空
白
や
断
絶
と
い
っ
た
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
章
（
森
論
文
）
は
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
視
角
や
目
的
か
ら
行
わ

れ
て
き
た
「
日
本
移
民
・
日
系
研
究
」
に
つ
い
て
、
社
会
学
・
人
類

学
分
野
を
中
心
と
し
て
通
時
的
に
研
究
史
を
整
理
し
て
い
る
。

　

森
は
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
・
日
系
研
究
」
と
い
う
学
問
領
域
が

確
立
さ
れ
て
い
な
い
中
で
、
日
本
人
研
究
者
の
研
究
だ
け
で
な
く
、

広
く
移
民
・
日
系
知
識
人
、
日
系
を
含
む
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
欧
米
人
研

究
者
の
「
研
究
」
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
い
る

︵
２
︶

。
章
末
に
挙
げ
ら
れ

た
文
献
数
は
日
本
語
文
献
一
九
四
点
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
文
献
七
一
点
、

英
語
文
献
二
六
点
に
の
ぼ
り
、
多
彩
な
研
究
分
野
・
研
究
者
を
網
羅

し
た
貴
重
な
レ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
「
研
究
」
の
展
開
を
俯
瞰
す
る
た
め
に
、「
研
究
」
史

上
の
時
代
を
①
一
九
四
〇
年
以
前
（
政
治
性
を
反
映
し
た
「
研
究
」

の
時
代
）
②
一
九
四
〇
～
一
九
五
〇
年
代
末
（
文
化
変
容
論
か
ら

の
本
格
的
科
学
的
研
究
の
開
始
と
展
開
の
時
代
）
③
一
九
六
〇
～
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一
九
七
〇
年
代
末
（
文
化
変
容
論
的
調
査
研
究
の
多
様
化
と
パ
ラ
ダ

イ
ム
の
転
換
）
④
一
九
八
〇
年
代
以
降
（
日
本
移
民
・
日
系
研
究
の

増
加
と
多
様
化
の
時
代
）
の
四
つ
に
区
分
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
代
区
分
の
特
徴
は
、「
文
化
変
容
論
」
が
時
代
を
分
け
る

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
文
化
変
容
論
や
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
、エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
議
論
を
含
め
た
広
い
意
味
で
の「
同

化
」
の
問
題
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
に
お
け
る
文
化
人
類
学

分
野
で
の
重
要
な
関
心
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

二
章
〔
共
同
討
議
〕
は
、
日
伯
の
日
本
移
民
・
日
系
社
会
研
究
者

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
の
現
状
や
課
題
、
将
来
的
な
展
望
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
共
同
討
議
の
抄
録
で
あ
る
。
司
会
（
丸
山
）
か

ら
は
、
①
日
本
の
近
現
代
史
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
の

欠
落
、
②
『
日
本
移
民
○
○
年
史
』
と
い
っ
た
既
存
の
移
民
史
と
は

異
な
る
新
た
な
移
民
史
の
必
要
性
、
③
複
数
の
学
問
領
域
の
研
究
者

に
よ
る
発
展
的
な
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
築
の
方
法
、
と
い
っ
た
論

点
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
章
の
議
論
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

三
章
〔
共
同
討
議
総
括
〕（
三
田
論
文
）
は
、
二
章
の
共
同
討
議

を
受
け
て
、
社
会
人
類
学
の
立
場
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
を

総
括
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
、
戦

後
の
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
は
、
社
会
学
及
び
文
化
人
類
学
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
日
本

移
民
に
関
す
る
史
料
の
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
、
歴
史
分
野
に
お
け
る

研
究
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

歴
史
の
一
部
で
あ
る
が
、
人
材
育
成
や
史
料
ア
ク
セ
ス
の
シ
ス
テ
ム

構
築
と
い
っ
た
点
で
、
日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
両
国
の
相
互
協
力
が
欠
か

せ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。

　

第
二
部
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
収
集
し
た
写
真
資
料
な
ど
を
参

照
し
つ
つ
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
を
概
説
し
、
日
本
移
民
お
よ
び

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
を
た
ど
る
。

　

四
章
（
石
川
論
文
）
で
は
、
日
本
移
民
の
世
界
的
分
布
や
移
民
送

出
の
時
期
区
分
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
渡
航
経
過
や
現
地
で
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
、
諸
統
計
や
具
体
的
な
史
料
を
用
い
て
紹
介
し
、
ブ
ラ
ジ
ル

日
本
移
民
の
全
体
像
を
歴
史
地
理
学
的
観
点
か
ら
示
し
て
い
る
。

　

五
章
（
丸
山
論
文
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
元
に
、
ブ
ラ

ジ
ル
移
民
送
出
以
前
の
「
ハ
ワ
イ
元
年
者
」
か
ら
笠
戸
丸
移
民
の
渡

航
、
現
在
の
日
本
へ
の
デ
カ
セ
ギ
に
至
る
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ

た
日
本
移
民
の
歴
史
を
通
史
的
に
概
観
し
て
い
る
。

　

日
本
の
研
究
者
の
記
し
た
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
の
通
史
と
い
う
の

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い

︵
３
︶

。
そ
の
意
味
で
は
、

広
く
先
行
研
究
を
あ
つ
め
、
こ
の
分
量
の
通
史
と
し
て
は
詳
細
な
事

実
を
記
述
し
て
い
る
本
章
は
重
要
な
成
果
で
あ
り
、
実
証
的
な
ブ
ラ

ジ
ル
移
民
史
研
究
の
土
台
と
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
州
内
の
日
本
人
人
口
の
変
化
や
邦
人
集
団
地
の
分
布
図
な
ど
、

図
表
や
写
真
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
お
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人
移
民
史
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の
大
き
な
流
れ
を
理
解
す
る
上
で
参
考
に
な
る
。

　

五
章
の
概
説
的
な
移
民
史
で
あ
る
「
大
き
な
物
語
」
に
対
し
て
、

六
、七
章
で
は
個
別
の
地
域
や
家
族
の
日
系
社
会
史
で
あ
る
「
小
さ

な
物
語
」
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。

　

六
章
（
丸
山
論
文
）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
中
西
部
の
内
陸
奥
地
に
位
置

す
る
カ
ン
ポ
グ
ラ
ン
デ
市
に
、
沖
縄
系
移
民
と
そ
の
子
孫
を
中
心
と

す
る
大
規
模
な
日
系
社
会
が
形
成
さ
れ
た
経
緯
を
探
る
と
と
も
に
、

現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
か
ら
初
期
移
民
の
具
体
的
な
家
族
史
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

二
〇
世
紀
初
頭
、
ペ
ル
ー
や
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
航
し
た
沖
縄
県
移
民

の
多
く
は
、
農
場
か
ら
の
逃
亡
や
流
転
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

カ
ン
ポ
グ
ラ
ン
デ
は
、
こ
う
し
た
初
期
の
沖
縄
県
移
民
が
、
破
格
の

高
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
ノ
ロ
エ
ス
テ
鉄
道
工
夫
と
し
て
集
結
し
、
そ

の
後
定
住
化
し
て
築
い
た
日
本
人
移
住
地
で
あ
る
。
日
本
政
府
が
初

期
の
沖
縄
県
移
民
に
対
し
て
と
っ
た
渡
航
制
限
措
置
に
よ
り
、
沖
縄

県
民
の
ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
が
呼
び
寄
せ
移
民
に
限
定
さ
れ
た
た
め
、
呼

び
寄
せ
ら
れ
た
近
親
者
が
集
住
し
沖
縄
系
移
住
地
が
で
き
る
一
因
と

な
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、「
日
本
人
移
民
史
」
に
包
含
し
き
れ
な
い

沖
縄
移
民
史
の
独
自
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
移
民
の
流
転
の

跡
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
み
な
ら
ず
ペ
ル
ー
・
ボ
リ
ヴ
ィ
ア
・
チ
リ
・

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
ま
で
及
ん
で
い
る
事
実
は
興
味
深
い
。

　

一
方
、
コ
ー
ヒ
ー
耕
地
の
契
約
農
か
ら
転
身
し
た
日
本
移
民
に
は

日
本
人
集
団
地
を
建
設
す
る
者
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
集
団
地
の

形
成
に
携
わ
っ
た
人
々
に
共
通
す
る
経
験
が
原
生
林
の
開
拓
で
あ
っ

た
。
七
章
（
渡
辺
論
文
）
で
は
特
に
ア
リ
ア
ン
サ
の
初
期
の
歴
史
に

焦
点
を
当
て
て
、
移
住
地
建
設
の
経
緯
と
原
生
林
開
拓
の
過
程
を
考

察
し
て
い
る
。

　

ア
リ
ア
ン
サ
移
住
地
は
、
出
稼
ぎ
移
住
で
は
な
く
永
住
を
理
想
と

し
た
民
間
団
体
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
他
の
移
住
地
に
比
べ
て
中
産

階
級
や
知
識
人
層
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
住
地
建
設

の
初
期
に
行
わ
れ
た
原
生
林
伐
採
に
つ
い
て
、
写
真
資
料
と
と
も
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

八
章
（
宮
尾
論
文
）
は
日
系
人
研
究
者
の
立
場
か
ら
、
現
在
の
ブ

ラ
ジ
ル
日
系
社
会
が
お
か
れ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
て
、
近
未
来
の

ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
お
け
る
日
本
文
化
の
継
承
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
系
コ
レ

ジ
オ
（
エ
ス
ニ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル
、
民
族
系
学
校
）
建
設
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る
。

　

現
在
の
日
系
人
口
は
一
五
〇
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
や

明
確
な
日
系
社
会
と
い
う
範
囲
は
な
く
、
都
市
化
、
高
学
歴
化
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
化
、
混
血
化
に
よ
っ
て
日
系
人
も
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し

つ
つ
あ
る
。
宮
尾
は
、
日
本
移
民
・
日
系
人
が
存
在
し
た
こ
と
を
ブ

ラ
ジ
ル
の
歴
史
の
一
部
と
し
て
残
す
た
め
に
、
自
国
文
化
普
及
に
力

を
入
れ
る
ド
イ
ツ
系
移
民
社
会
な
ど
か
ら
そ
の
重
要
性
を
学
び
、
日

系
の
み
な
ら
ず
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
全
体
に
日
本
文
化
を
深
く
伝
え
る
た
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め
に
、
日
伯
学
園
を
創
設
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

　

第
三
部
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
眼
目
で
あ
る
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移

民
関
係
史
資
料
の
利
用
と
活
用
に
つ
い
て
、
移
民
資
料
の
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
に
関
連
し
た
実
践
的
な
論
考
が
集
め
ら
れ
て
い

る
。

　

九
章
（
柳
下
論
文
）
は
、
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
の
中
か
ら
ブ
ラ

ジ
ル
日
本
移
民
史
研
究
の
た
め
に
利
用
可
能
な
史
料
を
挙
げ
、
そ
の

概
要
と
利
用
へ
の
手
が
か
り
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

一
〇
章
（
遠
山
論
文
）
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し
た

W
eb

上
の
移
民
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
あ
るjp2br.net

の

構
築
に
至
る
ま
で
の
議
論
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
ま
と
め
、
技
術
的

な
取
り
組
み
の
背
景
を
紹
介
し
て
い
る
。
遠
山
は
、
資
料
を
デ
ジ
タ

ル
化
す
る
意
義
を
「
デ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
を
ラ
イ
ブ
ス
ト
ッ
ク
に
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
表
現
し
、
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

利
便
性
の
向
上
と
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
に
よ
る
活
用
の
場
の
拡
大

を
構
想
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
現
地
へ
の
訪
問
調
査
を
通
じ
て
、
日
系
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
分
散
的
連
合
体
と
し
て
の
性
格
を
感
じ
取
り
、
こ
れ
に
適

合
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
様
々
な
規
模
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
自
力
で
資
料
の
カ
タ
ロ
グ
化
や
記
録
を
行
え
る
よ
う
な
、
自

律
分
散
的
な
軽
量
ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
提
言
し
て
い

る
。

　

こ
の
遠
山
の
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
把
握
の
仕
方
は
大
変

興
味
深
い
。移
民
初
期
の
歴
史
的
資
料
か
ら
は
、日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
集
中
シ
ス
テ
ム
（
階
層
構
造
の
明
確
な
中
央
集
権
的
シ
ス
テ
ム
）

的
な
も
の
と
し
て
捉
え
が
ち
で
あ
る
が
、
実
際
に
現
地
へ
行
っ
て
み

る
と
、
現
在
の
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
よ
り
分
散
シ
ス
テ
ム
（
明
確

な
中
心
が
存
在
せ
ず
、
自
立
的
に
機
能
す
る
交
点
の
連
合
体
と
し
て

の
シ
ス
テ
ム
）
的
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
認
識
は
、
八
章
で
宮
尾
が
述
べ
て
い
る
「
か
つ
て
日
系
コ
ロ
ニ
ア

は
強
い
連
帯
意
識
を
持
つ
共
同
体
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
衰
退
し
て

お
り
日
系
人
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
認
識
と
共

通
す
る
部
分
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
の
経
緯
で
構
築
さ
れ
た
ア
ー
カ

イ
ブ
はhttp://jp2br.net

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

一
一
章
（
西
山
論
文
）
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
行
っ

た
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
史
料
館
が
収
蔵
す
る
写
真
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化

作
業
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
で
は
、
写
真
資
料
に
劣
化
や
、
破
れ
・

折
り
目
と
い
っ
た
破
損
が
多
数
見
ら
れ
る
な
ど
、
適
切
な
写
真
資
料

の
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
西
山
は
写
真

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
進
め
る
と
と
も
に
、
少
し
で
も
望
ま
し
い

写
真
の
保
存
環
境
に
近
づ
け
、
貴
重
な
資
料
を
後
世
に
残
す
た
め
に

今
後
も
継
続
し
た
活
動
が
望
ま
れ
る
、
と
提
言
し
て
い
る
。

　

一
二
章
〔
共
同
討
議
〕
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
い
て
日
本
移
民
関
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係
史
資
料
の
保
存
に
関
わ
る
研
究
者
と
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
っ
た
専
門
家
が
、
史
資
料
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
と
デ
ジ
タ

ル
化
の
意
義
、「
小
さ
な
物
語
」
と
の
関
連
性
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
継
続
性
な
ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
模
様
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

一
三
章
〔
共
同
討
議
総
括
〕（
入
江
論
文
）
は
、
一
二
章
の
討
論

内
容
を
踏
ま
え
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
目
的
や
経
緯
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
も
つ
研
究
課
題
を
述
べ

た
上
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
総
括
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
史
資
料
の
よ
う
に
、
各
地
に
散
在
し
、
失
わ
れ
る
可
能

性
の
高
い
資
料
の
場
合
、
こ
れ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
は
、
そ
の

利
用
と
一
定
期
間
の
保
存
を
実
現
す
る
意
味
で
非
常
に
重
要
で
あ
る

点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

以
上
、
各
章
の
概
要
と
簡
単
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
き
た
が
、
最

後
に
本
書
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
、
評
者
の
考
え
を
述
べ
た
い
。

　

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
で
は
史
資
料
の
保
存
と
利
用
が

重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
お
り
、
各
分
野
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
史
資
料
保
存
の
重
要
性
を
語
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
二

章
〔
共
同
討
論
〕
で
は
、
な
ぜ
近
現
代
史
の
専
門
家
に
よ
る
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
研
究
が
欠
落
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
が
大
き
な
問
題
と

し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
一
章
（
森
論
文
）
の
レ
ビ
ュ
ー

を
見
る
か
ぎ
り
、ブ
ラ
ジ
ル
渡
航
後
の
日
本
人
移
民
・
日
系
人
を
扱
っ

た
歴
史
学
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
問
い
に
対
す
る

回
答
と
し
て
、
二
章
で
石
川
は
、
移
民
研
究
は
日
本
史
・
世
界
史

と
い
う
枠
組
み
の
狭
間
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
十
分
に
研
究
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
柳
下
は
、
歴

史
的
な
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
自
治
体
史

な
ど
で
は
移
民
の
事
例
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
一
方
外
交
史
研
究
で

は
ブ
ラ
ジ
ル
を
対
象
と
し
た
研
究
は
少
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ

の
上
で
、「
移
民
史
」
は
国
で
は
な
く
人
が
研
究
対
象
で
あ
る
た
め
、

外
交
史
と
し
て
は
少
し
異
質
で
あ
り
、
人
類
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
だ
、
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
研
究
は
近
現
代
史
研
究

の
枠
組
み
で
は
扱
い
に
く
い
、
と
い
う
研
究
者
側
の
事
情
が
あ
る
程

度
窺
え
る
の
だ
が
、
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
歴
史
研
究
の
不
在
が

問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
疑
問
を
解
く
ヒ
ン
ト
は
、
三
章
の
三
田
に
よ
る
共
同
討
論
の

総
括
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
日
本
か
ら
の
移
民
送
出
が
終
わ
っ
た

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日
本
移
民
史
料
の
発
掘
調
査

が
進
み
、
近
年
で
は
記
録
を
残
す
こ
と
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
記
録
」
が
「
史
料
」
と
し
て
残
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
日
本
移
民
・
日
系
社
会
の
歴
史
的
研
究
の
必
要
性
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
初
の
集
団
渡
航
か
ら
一
世
紀
以
上
が
経
ち
、日
系
人
の
歩
み
が
、

そ
の
時
代
を
生
き
た
人
々
か
ら
直
接
経
験
を
聞
き
取
り
う
る
も
の
か
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ら
、
史
料
を
探
る
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
人

移
民
・
日
系
人
史
は
史
料
に
基
付
い
て
研
究
を
進
め
る
「
歴
史
学
的
」

段
階
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
移
民
一
世
が
高
齢
化
し
、
日

系
人
が
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
し
、
日
本
語
史
料
を
読
む
者
が
わ
ず
か
に

な
っ
た
現
状
に
お
い
て
、
史
資
料
の
取
り
扱
い
や
研
究
の
発
展
の
た

め
に
近
現
代
史
専
門
家
の
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
現
時
点
に
お
け
る
本
書
の
意
義
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

本
書
の
学
際
的
な
性
格
か
ら
様
々
な
観
点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
評

者
は
、
こ
れ
ま
で
移
民
研
究
・
日
系
研
究
に
関
わ
っ
て
き
た
研
究
者

が
、
歴
史
研
究
の
重
要
性
に
言
及
し
、
ま
た
移
民
史
資
料
保
存
に
関

し
て
多
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
例
を
示
す

こ
と
で
、
歴
史
学
研
究
者
に
対
し
て
「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
研
究
に

お
け
る
歴
史
研
究
の
不
在
」
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
点
が
重
要
で

あ
る
、
と
考
え
る
。

　
「
は
し
が
き
」
や
二
章
の
共
同
討
議
で
述
べ
ら
れ
た
、「
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
史
を
、
国
家
の
外
で
近
代
化
プ
ロ
セ
ス
を
歩
ん
だ
日
本
人
に
よ

る
も
う
一
つ
の
近
現
代
史
と
し
て
日
本
に
投
げ
返
す
」
と
い
う
壮
大

な
目
標
を
と
げ
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
散
逸
・
破
損
の
恐
れ
が
あ
る

移
民
関
係
史
資
料
を
整
理
し
、
史
料
に
基
付
い
て
歴
史
を
書
く
と
い

う
歴
史
学
的
方
法
に
よ
る
日
本
人
移
民
・
日
系
人
研
究
を
始
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
れ
ま
で
に
聞
き
取
り
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
に
基
付
く
属
人
的
な
調
査
研
究
に
よ
っ
て
研
究
蓄
積
を
続
け
て
き

た
文
化
人
類
学
や
社
会
学
、
地
理
学
な
ど
の
学
問
領
域
と
提
携
し
、

互
い
の
知
見
や
学
問
的
手
法
を
提
示
し
あ
う
よ
う
な
、
学
際
的
な
研

究
活
動
も
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
十
分
に
論
じ
き
れ
な
い
テ
ー
マ
も
多
く
残
る
が
、
評
者
の

力
不
足
を
陳
謝
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
関
心
の
も
と
に
本
書
が
読

ま
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

　
（
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
七
月
刊
、
三
五
〇
頁
、
定
価

四
五
〇
〇
円
（
税
別
））

注（
１
）
代
表
的
な
も
の
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
・
ブ
ラ
ジ
ル
日

本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
目
で
み
る
ブ
ラ

ジ
ル
日
本
移
民
の
百
年
』（
風
響
社
、
二
〇
〇
八
）、
日
本
ブ
ラ
ジ
ル

中
央
協
会
編
『
新
た
な
交
流
に
向
け
て　

日
本
ブ
ラ
ジ
ル
交
流
年
・

日
本
人
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
一
〇
〇
周
年
記
念
特
集
誌
』（
日
本
ブ
ラ
ジ

ル
交
流
協
会
、
二
〇
〇
八
）、
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
社
編
『
一
〇
〇
年

　

ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
一
〇
〇
人
の
女
性
の
物
語
』（
サ
ン
パ
ウ
ロ

新
聞
社
、
二
〇
〇
九
）、
三
田
千
代
子
『「
出
稼
ぎ
」
か
ら
「
デ
カ
セ

ギ
」
へ　

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
一
〇
〇
年
に
み
る
人
と
文
化
の
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
』（
不
二
出
版
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
） 
こ
の
章
で
は
括
弧
つ
き
の
「
研
究
」
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
人
研
究
者
・
ブ
ラ
ジ
ル
人
研
究
者
・
欧
米
人

研
究
者
の
行
っ
て
き
た
調
査
活
動
だ
け
で
な
く
、
移
民
や
日
系
知
識

人
た
ち
が
自
ら
の
社
会
・
文
化
な
ど
に
関
し
て
行
っ
た
調
査
活
動
も
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丸
山
浩
明　
編
著
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民　

百
年
の
軌
跡
』（
名
村
）

含
ま
れ
て
い
る
。

（
３
） 
こ
れ
ま
で
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
を
通
史
的
に
記
述
し
た
文
献
に
は
、

入
江
寅
次『
邦
人
海
外
発
展
史（
上
）（
下
）』（
一
九
三
六
・
一
九
三
九
）、

ブ
ラ
ジ
ル
に
於
け
る
日
本
人
発
展
史
刊
行
委
員
会
『
ブ
ラ
ジ
ル
に
於

け
る
日
本
人
発
展
史
（
上
）（
下
）』（
一
九
四
一
・
一
九
四
二
）、
香

山
六
郎
編
『
移
民
四
十
年
史
』（
一
九
四
九
）、
外
務
省
大
臣
官
房
領

事
移
住
部
『
わ
が
国
民
の
海
外
発
展
』（
一
九
七
二
）、
ブ
ラ
ジ
ル
日

本
移
民
七
〇
年
史
編
さ
ん
委
員
会
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
〇
年
史
』

（
一
九
八
〇
）、
日
本
移
民
八
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
ブ
ラ
ジ
ル
日

本
移
民
八
十
年
史
』（
一
九
九
一
）、
今
野
敏
彦
・
藤
崎
康
夫
『
移
民

史
Ⅰ　

南
米
編
』（
一
九
九
四
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ェ
ブ
上

の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
国
立
国
会
図
書
館
の
電
子
展
示
会
「
ブ
ラ

ジ
ル
移
民
の
一
〇
〇
年
」（http://w

w
w
.ndl.go.jp/brasil/index.

htm
l

）
が
詳
し
い
。

（
本
学
文
学
研
究
科
超
域
文
化
学
専
攻
博
士
課
程
後
期
課
程
）




